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第
＿
章
「
産
業
合
理
化
段
階
」
に
お
け
る
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
（
一
九
二
四
年
し
一
九
二
八
年
）
三
つ
の
経
済
性
概
念
日
経
営
の
経
済
性
概
念
第
一
節
は
し
が
き
目
次
口
全
体
の
経
営
経
済
性
の
測
定
（
以
上
前
号
）
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
|
M
.
R
・
レ
ー
マ
ソ
の
所
説
の
発
展
段
階
の
分
析
を
め
ぐ
っ
て
ー
ー
口
家
計
（
及
び
国
家
財
政
）
の
経
済
性
概
念
回
全
体
経
済
の
経
済
性
概
念
第
二
節
経
営
経
済
性
も
し
く
は
生
産
経
済
性
の
認
識
日
経
営
の
経
済
性
口
企
業
の
経
済
性
曰
生
産
経
済
的
ー
及
び
財
務
経
済
的
経
済
性
第
三
節
経
営
経
済
性
の
測
定
方
法
H
部
分
的
な
経
営
経
済
性
の
測
定
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
考
と
製
造
効
果
比
較
」
（
一
九
一
―
―
―
―
一
年
し
一
九
一
―
―
七
年
）
第
一
節
価
値
創
造
思
考
の
導
入
H
価
値
創
造
概
念
口
価
値
創
造
の
計
算
製
造
経
済
性
概
念
の
細
分
化
日
経
営
経
済
領
域
の
区
分
第
三
節
経
営
比
較
（
製
造
効
果
比
較
）
の
重
視
日
経
済
性
の
計
算
段
階
五
口
費
消
及
び
効
用
数
値
の
分
類
口
経
営
比
較
第
三
章
「
第
二
次
大
戦
後
」
に
お
け
る
「
生
産
性
測
定
と
価
値
創
造
計
算
」
（
一
九
四
九
年
l
)
第
一
節
日
生
産
性
概
念
の
規
定
第
二
節
経
済
性
論
（
特
に
生
産
性
論
）
の
概
括
口
生
産
性
数
値
の
算
定
第
二
章
「
ナ
チ
ス
・
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
段
階
」
に
お
け
る
「
価
値
創
造
思
口
山
上
達
人
曰
生
産
性
の
測
定
490 
第
二
章 「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
経
営
比
較
論
へ
の
展
開
日
発
展
比
較
設
定
上
の
問
題
点
口
構
造
比
較
設
定
上
の
問
題
点
レ
ー
マ
ソ
経
済
性
論
の
発
展
方
向
と
そ
の
限
界
日
経
済
性
論
（
特
に
生
産
性
論
）
と
価
値
創
造
思
考
(
|
国
民
経
済
的
ー
及
び
個
別
経
営
的
生
産
性
の
交
錯
に
つ
い
て
ー
）
口
経
済
性
論
（
特
に
生
産
性
論
）
と
経
営
概
念
(
|
狭
義
の
生
産
的
経
営
に
つ
い
て
ー
）
曰
経
済
性
論
（
特
に
生
産
性
論
）
と
個
別
企
業
計
算
（
ー
労
働
生
産
性
（
以
上
本
号
）
る
「
価
値
創
造
思
考
と
製
造
効
果
比
較
」
（一九一――――一年
l
一
九
三
七
年
）
一
九
二
九
年
の
世
界
大
恐
慌
は
、
当
時
第
一
次
世
界
大
戦
の
荒
廃
を
独
占
企
業
の
カ
ル
テ
ル
化
に
よ
っ
て
急
速
に
再
建
し
世
界
市
場
に
伸
長
し
つ
つ
あ
っ
た
ド
イ
ッ
金
融
資
本
に
と
っ
て
、
そ
の
矛
盾
を
あ
ま
り
に
も
早
く
む
す
び
「
ナ
チ
ス
・
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
段
階
」
に
お
け
・
資
本
生
産
性
及
び
収
益
性
の
関
係
に
つ
い
て
ー
）
曰
価
値
創
造
構
造
比
較
及
び
収
益
性
構
造
比
較
の
教
示
例
第
三
節
第
二
節 (11
比
較
）
す
る
。
露
呈
せ
し
め
た
。
一
九
三
三
年
の
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
に
よ
る
ナ
チ
ス
政
権
の
確
立
を
契
機
と
し
て
、
ド
イ
ッ
金
融
資
本
は
国
家
資
本
と
益
々
融
合
し
、
軍
備
拡
張
・
軍
需
生
産
の
高
揚
と
な
っ
て
資
本
主
義
の
一
般
的
危
機
を
推
進
せ
し
め
帝
国
主
義
政
策
の
強
化
へ
と
進
展
す
る
に
至
る
。
こ
の
時
期
は
又
、
ド
イ
ツ
経
営
経
済
学
の
私
経
済
学
的
性
質
に
対
す
る
―
つ
の
洗
礼
で
も
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
的
共
同
体
思
想
は
こ
の
時
期
に
お
い
て
益
々
全
体
•
国
民
共
同
体
思
想
の
下
に
包
摂
さ
れ
、
私
経
済
性
を
排
除
せ
る
経
営
共
同
体
思
想
の
特
徴
を
強
く
押
し
出
す
の
で
あ
る
。
勿
論
、
レ
ー
マ
ン
経
済
性
論
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
本
章
で
は
一
九
l
 
三
七
年
の
彼
の
「
計
画
的
計
算
詢
」
の
紹
介
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
レ
ー
マ
ソ
経
済
性
論
中
期
の
特
徴
を
把
握
し
、
又
初
期
の
思
考
か
ら
変
っ
た
点
、
変
っ
た
理
由
等
を
究
明
し
、
そ
の
発
展
方
向
を
示
し
て
み
る
こ
と
と
従
来
の
経
済
自
由
主
義
・
個
人
主
義
を
そ
の
精
神
的
基
礎
と
し
た
経
営
経
済
計
算
制
度
は
、
こ
の
時
代
の
国
家
社
会
主
義
に
も
と
づ
く
経
済
観
の
下
で
は
、
も
は
や
照
応
せ
ず
、
従
っ
て
経
営
遂
行
・
経
済
秩
序
の
有
用
な
用
具
た
ら
ん
と
す
れ
ば
、
経
営
経
済
計
算
制
度
は
そ
れ
に
役
立
つ
よ
う
に
変
形
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
国
民
•
国
家
に
対
す
る
義
務
を
果
そ
う
と
す
る
と
、
経
営
経
済
計
算
制
度
は
①
私
経
済
的
措
置
の
み
な
ら
ず
、
②
国
民
経
済
的
給
付
な
い
し
経
営
経
済
性
の
尺
度
値
五
49.1 
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
計
画
的
に
行
お
う
と
す
る
場
合
、
次
の
二
つ
の
問
題
が
生
ず
る
。
そ
の
一
っ
は
内
部
経
営
の
簿
記
決
算
（
成
果
計
算
と
貸
借
対
照
表
）
の
変
形
・
統
計
的
利
用
で
あ
る
。
こ
れ
は
従
来
の
私
経
済
的
・
私
資
本
主
義
的
経
済
観
に
も
と
づ
く
利
潤
・
収
益
性
計
算
上
の
簿
記
の
他
の
課
題
の
遂
行
を
犯
す
こ
と
な
く
国
民
経
済
的
に
意
義
深
い
数
値
を
計
算
す
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
数
値
は
、
①
価
値
創
造
（
国
民
経
済
的
観
点
の
下
に
お
け
る
個
別
経
営
の
給
付
）
と
R
経
済
性
（
労
働
効
果
・
資
本
効
果
）
で
あ
る
。
更
に
第
二
の
問
題
は
、
経
営
間
の
計
算
を
形
体
化
す
る
こ
と
(11
経
営
比
較
）
で
あ
る
。
即
ち
過
去
の
経
営
遂
行
の
経
済
性
の
良
さ
の
判
断
は
、
収
益
性
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
製
造
領
域
に
重
点
を
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
た
め
に
①
内
部
経
営
的
な
経
済
性
指
数
（
労
働
効
果
・
資
本
効
果
）
の
計
算
と
③
個
別
経
営
的
経
済
性
の
判
断
尺
度
の
計
算
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
計
算
は
い
わ
ゆ
る
経
営
比
較
で
あ
り
、
レ
ー
マ
ン
は
、
こ
れ
を
経
済
性
計
算
の
中
核
で
あ
る
と
い
い
、
従
来
の
製
造
原
価
比
較
に
対
し
て
効
果
比
較
E
r
g
i
,
e
b
i
g
k
e
i
t
s
v
e
r
g
l
e
i
c
h
e
の
実
施
を
提
唱
し
、
こ
れ
が
経
済
部
門
の
比
較
と
し
て
唯
一
の
経
営
比
較
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
内
部
経
営
的
効
果
計
算
と
経
営
間
の
効
果
比
較
の
思
考
の
研
究
を
通
じ
て
、
全
体
と
し
て
の
国
民
共
同
体
に
役
立
つ
経
済
性
の
向
上
に
資
せ
し
め
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
要
す
る
に
こ
の
時
期
の
目
的
は
、
収
益
性
思
考
の
克
服
を
目
的
と
す
る
五
全
体
に
奉
仕
す
る
課
題
は
、
製
造
単
位
面
か
ら
は
、
国
民
共
同
体
の
需
要
第
一
節
る
こ
と
に
あ
る
。
即
ち
、
自
由
主
義
的
経
済
観
は
自
然
的
経
済
調
和
思
想
に
も
と
づ
く
企
業
家
の
純
粋
私
経
済
的
観
点
に
立
っ
て
い
た
の
に
反
し
て
、
国
家
社
会
主
義
は
「
個
人
利
益
に
対
す
る
共
同
利
益
の
優
先
」
と
い
う
国
民
•
国
家
に
役
立
つ
経
済
調
和
の
形
成
を
課
題
と
し
、
そ
の
た
め
個
人
の
最
高
給
付
義
務
が
経
営
経
済
領
域
を
通
じ
て
必
要
と
な
り
、
そ
れ
に
適
合
す
る
よ
う
に
経
営
経
済
計
算
制
度
の
精
密
化
・
拡
充
が
目
的
と
な
る
の
で
あ
る
。
「
経
済
は
国
民
に
奉
仕
し
、
資
本
は
経
済
に
奉
仕
す
る
」
。
こ
の
原
則
が
こ
の
書
の
基
本
的
観
点
で
あ
る
。
価
値
創
造
思
考
の
導
入
個
別
経
営
的
観
点
を
す
て
て
、
国
民
経
済
的
立
場
を
と
る
場
合
、
レ
ー
マ
ソ
経
済
性
論
は
、
多
く
の
変
容
を
示
す
。
即
ち
全
体
国
民
経
済
と
の
結
節
哀
と
し
て
の
価
値
創
造
思
考
の
導
入
で
あ
り
、
叉
経
済
性
判
断
の
二
大
要
因
と
し
て
の
労
働
効
果
及
び
資
本
効
果
の
認
識
で
あ
る
。
H
価
値
創
造
概
念
…
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
価
値
創
造
思
考
は
、
従
来
の
降
済
政
策
的
領
域
か
ら
、
は
じ
め
て
経
営
経
済
領
り
1
域
に
利
用
さ
れ
る
に
至
る
。
価
値
創
造
は
、
国
民
経
済
的
観
点
の
下
で
エ
業
製
造
過
程
で
産
出
さ
れ
る
給
付
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
即
ち
工
業
経
営
経
済
（
製
造
単
位
と
し
て
の
経
営
と
財
務
単
位
と
し
て
の
企
業
）
が
国
民
“92 
充
足
・
所
得
産
出
へ
の
参
加
換
言
す
れ
ば
国
民
経
済
的
な
経
営
給
付
の
産
出
で
あ
る
の
で
、
価
値
創
造
(11
経
営
給
付
）
は
経
営
に
よ
っ
て
産
出
さ
れ
た
財
貨
所
得
及
び
貨
幣
所
得
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
従
っ
て
価
値
創
造
計
算
は
所
得
産
出
高
計
算
で
あ
る
。
又
給
付
は
製
造
力
の
投
入
E
i
n
s
a
t
z
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
即
ち
製
造
力
の
節
約
が
国
民
経
済
的
に
重
要
な
経
営
給
付
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
人
間
労
働
と
資
本
利
用
の
節
約
が
問
題
と
な
る
。
右
の
よ
う
な
思
考
的
前
提
に
立
っ
て
、
レ
ー
マ
ン
は
経
済
性
判
断
の
た
め
の
指
数
と
し
て
製
造
効
果
E
r
g
i
e
b
i
g
k
e
i
t
s
v
e
r
g
l
e
i
c
h
e
を
あ
げ
、
次
の
二
つ
の
等
式
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
甫
蔀
溢j
悔
A
亘
浩
A
◎
造
塞
達
湘
I
茸
芦
塗
賑
滴
サ
熔
A
⑥
滴
汁
達
湘
I
一
方
、
財
務
単
位
面
か
ら
の
工
業
企
業
(11
工
業
経
営
経
済
の
資
本
経
済
の
器
官
）
の
国
民
経
済
的
に
必
要
な
給
付
は
資
本
の
調
達
及
び
管
理
で
あ
る
の
で
、
こ
の
企
業
の
給
付
即
ち
製
造
に
必
要
な
資
本
の
調
達
・
管
理
及
び
資
本
危
険
の
引
受
け
に
対
す
る
補
償
（
利
潤
1
資
本
に
帰
す
る
収
益
、
即
ち
資
本
収
益
）
が
問
題
と
な
る
。
資
本
収
益
は
、
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
二
種
に
分
類
さ
れ
る
の
で
、
次
の
二
つ
の
収
益
性
概
念
が
生
ず
る
。
即
ち
◎
濠
汁
熔
濠
a包
器
1
1
1
S
X
滋
冷
芯
濡
〇
妄
翫
． 
K
a
p
i
t
a
l
a
n
l
a
g
e
 
~
 
*
 ~
A
 
（
際
疎
滴
汁
a)
誓
塁
苔
貼
．．
 
（
皿
印
濠
）
怜
満
瀾
滴
汁
汁
a
怜
湘
燥
濠
汁
a淀
貼
序
1
1
1
8
X
R 
ー
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
2,101,750 
（借方） 1表価値創造計算（製造一成果計算）（貸方）
前給付原価： 総収益
材料費 595,000 売上
外部用役費 113,250 
I 
減価償却費 83,000 
791,250 
価値創造：
労働収金
公共収金
資本収金
体
は
、
新
し
い
計
算
目
的
に
て
は
、
価
値
創
造
計
算
の
形
990,800 
244,700 
75,000 
(1,310,500) 
2,101,750 
れ
る
か
。
レ
ー
マ
ン
に
あ
っ
て
こ
の
価
値
創
造
は
計
算
さ
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
レ
ー
マ
ン
が
企
業
給
付
と
そ
の
補
償
（
資
本
収
益
）
の
関
係
に
お
い
て
「
単
な
る
高
い
収
益
性
は
経
営
遂
行
の
経
済
性
の
尺
度
で
は
な
く
、
国
民
経
済
的
観
点
の
下
で
は
、
一
定
の
最
低
収
益
性
が
目
標
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
私
経
済
的
な
収
益
性
思
考
を
後
退
せ
し
め
、
製
造
単
位
と
し
て
の
経
営
の
重
要
性
を
前
面
に
出
す
こ
と
が
こ
こ
で
重
視
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
、
製
造
経
済
給
付
ー
及
び
経
済
性
計
算
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
た
財
務
計
算
の
計
算
形
体
を
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
即
ち
、
こ
れ
は
価
値
創
造
計
算
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
考
の
導
入
に
よ
る
製
造
効
果
期
の
経
済
性
論
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
如
何
に
し
適
合
す
る
簿
記
決
算
的
成
果
概
念
の
認
識
が
レ
ー
マ
ン
中
2,101,750 
述
べ
た
よ
う
に
価
値
創
造
思
口
価
値
創
造
の
計
算
…
右
に
五
四
493 
3
 
計
算
（
製
造
経
済
面
）
に
あ
る
。
一
表
（
及
び
―
b
表
）
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
価
値
創
造
の
財
貨
所
得
面
は
総
収
益
か
ら
前
給
付
原
価
（
材
料
費
・
lb表 経営A•Bの価値創造計算（製造成果計算）
（借方） （貸方）
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
前給付原価：
材料費
外部用役贅
減価償却費
貸倒償却費
価値創造：
賃金給料
重役手当
社会公課
税
資本収益
（利益）
経営 A 経営 B
 
42s,ooo I 170,000 
so,2so I 33,000 
62,500 I 20,soo 
12,250 I 6,000 
sso,ooo I 229,ooo 
総収益：
売上
価値創造：
資本収益
（損失）
経営 A 
1,700,000 
経営 B
 
420,000 
30,000 
796,000 I 162,soo 
24,000 I s,ooo 
100,000 I 21,200 
95,000 I 28,500 
1os,ooo I -
(1,120,oooJ I (220,sooJ 
1,100,000 I 450,000 1 1, 700, 00。I450, 000 
五
五
1
1
6
2
.
1
%
 
茸
器
字
涸
宦
1
1
7
9
1
、
2
5
0
M
滴
汁
溶
A
1,275•OOOM 
1
1
2
6
5
.
7
%
 
郡
活
猷
1
1
2
,
1
0
1
,
7
5
0
M
晨
言
室
7
9
1
,
2
5
0
M
a
)
 
t)
闘
言
ふ
瓢
蒻
L
"
1
6
5
.
7
%
滋
＠ 
外
部
用
役
費
・
減
価
償
却
費
）
を
控
除
し
て
計
算
さ
れ
、
貨
幣
所
得
は
労
働
収
益
・
公
共
収
益
及
び
資
本
収
益
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
の
貨
幣
所
得
項
目
は
価
値
創
造
計
算
で
は
収
益
と
し
て
把
握
さ
れ
る
（
原
価
計
算
で
は
原
価
の
特
性
を
も
つ
が
）
。
な
お
価
値
創
造
計
算
に
お
い
て
は
、
臨
時
収
益
・
費
用
項
目
が
分
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
に
こ
の
製
造
成
果
計
算
と
し
て
の
価
値
創
造
計
算
は
薄
記
決
算
中
の
製
造
貸
借
心
i
対
照
表
と
し
て
の
資
本
投
入
計
算
（
二
表
及
び
二
b
表
参
煕
）
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
。
以
上
の
一
、
二
表
に
も
と
づ
い
て
（
経
営
で
働
く
従
業
員
を
四
0
0人
と
仮
定
）
、
経
済
性
は
次
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
。
即
ち
、
113"278 ~
ヽ
て
、
[
)
|
l
,
3
1
0
,
5
0
0
M
 
4
0
0
A
 
翌専
l
j
滋
湘
一
翌
塁
1
韮
蒻
o
立
1
1
1
0
2
.
8
%
◎
言
茜
翌
賑
宗
澪
寿
9
一
混
涛
49“ 
し
か
し
、
レ
ー
マ
ン
は
以
上
の
数
値
そ
れ
自
体
は
意
味
が
な
く
（
イ
ス
ト
数
字
で
あ
る
た
め
）
、
ゾ
ル
数
字
と
比
較
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
の
み
、
2表 資本投入計算（製造貸借対照表）
（登型
実体財産：
設備
手持品
支払手段
売掛金：
債権
計算限界
（負債）
602,000 
329,000 
154,750 
(1,085,750) 
418,750 
26,250 
(445,000) 
1,530,750 
I 
買掛金：
債務
計算限界
資本：
期首資本
資本増加
150,000 
30,750 
(180,750) 
1,275,000 
75,000 
(1,350,000) 
1,530,750 
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
2b表 経営A・Bの資本投入計算（製造貸借対照表）
（資産） （負債）
経営 A 
7
8
 
五
a
痴
、
五
b
郵
(
b表
で
は
全
体
経
営
の
指
数
を
一
0
0と
お
い
て
、
経
済
性
度
の
理
解
に
便
利
に
し
て
い
る
）
の
よ
う
で
あ
る
。
実体財産：
設備
手持品
現金
商品債権：
債権•手形
計算限界
700,000 
229,000 
127,750 
325,000 
18,250 
経営 B
 
200,000 
100,000 
27,000 
125,000 
8,000 
商品債務：
債務
計算限界
価値創造項目：
設備価値修正
貸倒引当金
資本：
期末資本
経営 A 
80,000 
25,750 
228,000 
16,250 
経営 B
 
70,000 
5,000 
70,000 
15,000 
1,400.ooo| 460,000 
1,oso,000 I aoo,ooo 
1,400,000 I 460,000 
部
分
化
さ
れ
る
。
今
、
経
済
性
指
数
を
計
算
す
る
た
め
の
計
算
（
価
値
創
造
計
算
1
1
製
造
成
果
計
算
と
資
本
投
入
計
算
1
1
製
造
貸
借
対
照
表
）
は
、
財
務
単
位
と
し
て
の
企
業
の
決
算
計
算
即
達
運
用
計
算
＂
財
務
貸
借
対
照
6
 
表
（
四
表
参
熙
）
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
て
、
総
簿
記
決
算
内
で
結
果
の
利
用
を
表
示
す
る
と
、
ち
資
本
収
益
計
漠
1
1
財
務
成
果
5
 
~
 
計
算
（
三
表
参
照
）
と
資
本
調
な
い
し
経
営
簿
記
の
成
果
計
算
い
る
。
に
そ
の
確
認
の
課
題
を
与
え
て
右
に
述
ぺ
た
価
値
創
造
計
算
る
と
い
っ
て
経
営
比
較
（
後
述
）
経
営
遂
行
の
良
さ
が
解
明
さ
れ
＇ 
五
六
495 
（貸方）
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
3表
（借方）
収益（一） ： 
経営Bからの損失
原価：
借入金利子
銀行利子
純利益：
繰越利益
年次利益
資本収益計算（財務成果計算）
15,000 
70,000 
30,000 
14,000 
8,000 
収益（＋）：
繰越利益
経営Aからの利益
投資収益
有価証券収益
150,00 
105,000 
13,000 
4,000 
85,000 
137,000 137,000 
4表
（資産）
債権：
資本調達及び運用計算（財務貸借対照表）
（負債）
200,000 
資本投資：
経営Aの資本
経営Bの資本
投資
有価証券
経過項目：
120,000 
五
七
債務：
借入金
銀行借入
企業家資本：
出資資本
法定準備金
その他引当金
． 躁越利益 15,000 
年次利益 70,000 
経過項目：
120,000 
1,845,000 
1,050,000 
300,000 
200,000 
95,000 
200,000 
70,000 
1,000,000 
100,000 
390,000 
850,000 
1,845,000 
496 
5 a表 全体簿記の決算結果の利用 ー
数 値
ー
a
b
c
d
e
l
m
n
o
 
c
l
e
a
_
e
c
l
d
C
_
b
b
_
d
'
-
m
n
_
o
 
=
-
―
-
＝
-
―
―
―
―
―
-
＝
 
f
g
h
.
l
k
p
g
 
総収益（売上）
前給付原価
価値創造
資本投入
従業員
労働効果
売上
資本効果
価値創造係数
取引速度
企業家資本収益
企業家資本
資本投資収益
資本投資
企業家資本収益性
資本投資収益性
"-
I経営 A I経営 B I合
製造計算
マルク 1,687,750 
マルク 567,750 
マルク 1,120,000 
マルク 945,000 
人 332
マルク／人 3,331 
マルク／人 5,085 
劣 118.5
劣 197.3
0.600 
計 算
105,000 
945,000 
11.12 
一
ウ
ク
ク
ク
財
ル
ル
ル
ル
％
％
マ
マ
マ
マ
務
―
5 b表 全体簿記の決算結果の利用
414,000 
223,500 
190,500 
330,000 
68 
2,802 
6,087 
57.7 
85.2 
0.677 
-30,000 
330,000 
-9.09 
計
2,101,750 
791,250 
1,310,500 
1,275,000 
400 
3,278 
5,261 
102.8 
165.7 
0.621 
70,000 
1,305,000 
75,000 
1,275,000 
5.36 
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
5.88 
Il 
数 値 合 計 i_＿経営 A l経営 B
f
g
h
i
k
g
 
労働効果
1人当り売上
資本効果
価値創造係数
取引速度
資本投資収益性
100 
100 
100 
100 
100 
100 
103.- I 88.5 
96.7 I 115.7 
115.2 I 56.1 
119.1 I 51.4 
96.6 I 109. — 
189.1 I -154. 7 
五
八
れ
な
い
と
い
う
こ
と
て
ほ
十
分
に
果
せ
ら
や
効
用
理
論
に
お
い
決
定
基
礎
は
、
も
は
ば
経
済
性
の
真
実
の
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
要
因
と
し
て
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
い
て
は
、
価
値
創
造
思
考
が
後
期
の
よ
う
に
精
密
な
も
の
で
は
経
済
的
観
点
を
高
調
す
る
こ
の
中
期
に
お
な
い
と
し
て
も
、
認
識
さ
れ
、
又
労
働
と
資
本
が
国
民
経
済
的
な
経
営
給
付
の
産
出
初
期
の
経
済
性
思
考
に
対
し
て
、
全
体
li97 
そ
れ
は
先
ず
「
経
済
生
活
に
対
す
る
良
さ
の
表
象
」
の
一
っ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
卿
ち
経
済
生
活
は
実
質
的
関
係
か
ら
は
、
充
足
性
思
考
（
需
要
ー
充
足
関
係
Y
と
経
済
性
思
考
（
費
消
・
効
用
関
係
）
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
経
済
性
思
考
は
次
の
二
つ
の
形
式
的
区
分
観
点
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
る
。
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
経
済
性
概
念
は
包
括
的
な
概
念
で
あ
る
が
、
レ
ー
マ
ン
に
お
い
て
は
、
第
二
節
製
造
経
済
性
概
念
の
細
分
化
（注）1
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を
示
す
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
レ
ー
マ
ソ
経
済
性
論
は
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
初
期
と
同
様
に
、
効
用
理
論
に
根
ざ
し
た
分
配
思
考
に
支
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
一
歩
客
観
的
な
経
済
性
基
礎
へ
の
認
識
に
進
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
6表
／
＼
 
)--
五
九
域
経
済
性
A
b
s
c
h
n
i
t
t
s
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
k
e
i
t
即
ち
製
造
領
域
と
し
て
の
調
達
領
域
、
製
造
・
加
工
領
域
、
販
売
領
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
性
で
原
価
計
算
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
＠
取
引
段
階
の
経
済
性
即
ち
統
計
計
算
経営経済の経済性領域
企業 の 財 務経済性
一般的管瑶の経済性
広義の経営の経済性
調達経済性（営業） 1 製造加工の経済性 （狭義の経営 ） 販売経済性（営業）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．竺．．し．遵．t乍懇．．．．． l ．．．．．．．．．．．．．--•一•----．．．．．．-
製造ーあるいは取引過程の段階
. ?.. !.....•~--···'·····四．．．．..,..................．立：．．．．．．．．．．．．．．!....."!~...j....．立.;···'···1
現の供の原理性 収理得係現経
金経 給経価の
金済
保済 関済 財経 製造経済性（狭義） 益且 ，意且 保性
有性 係性管済
···············································．—················ー・
籍藷ぢ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5 6 
製造ーあるいは取引過程の場所
R
製
造
経
済
性
…
囮
全
体
経
済
性
⑮
領
に
分
類
さ
れ
る
。
①
財
務
経
済
性
…
企
業
の
全
般
的
管
理
の
経
済
性
を
示
す
も
の
か
ら
次
の
下
位
種
類
過
程
の
段
階
・
場
所
性
は
製
造
（
取
引
）
れ
る
よ
う
に
、
経
済
性
種
類
の
適
用
領
域
）
か
ら
読
み
と
ら
営
経
済
の
経
済
性
領
域
を
示
す
表
（
経
済
巳
経
営
経
済
領
域”i 
の
区
分
・
・
・
六
認
の
経
498 
が
相
互
に
関
係
す
る
も
の
で
、
技
術
概
念
と
し
て
そ
の
改
善
努
力
が
国
民
あ
る
。
有
の
良
さ
・
現
金
回
転
速
度
の
良
さ
（
取
引
段
階
I
に
照
応
）
、
保
有
の
良
さ
・
在
庫
回
転
速
度
の
良
さ
（
皿
•
V
に
照
応
）
、
設
備
利
用
の
速
度
な
い
し
良
さ
（
皿
に
照
応
）
、
得
意
先
関
係
の
良
さ
・
得
意
先
支
払
速
度
(VI
に
照
応
）
、
技
術
的
製
造
の
良
さ
・
速
度
(IV
に
照
応
）
等
。
口
費
消
及
び
効
用
数
値
の
分
類
：
・
費
消
及
び
効
用
と
し
て
経
済
性
の
表
象
に
関
係
す
る
数
値
の
特
性
か
ら
即
ち
経
済
性
表
象
の
内
容
的
特
性
か
③
 
ら
、
次
の
三
つ
の
下
位
種
類
が
生
ず
る
。
最
（
在
高
）
の
間
、
及
び
動
態
最
（
取
引
量
）
の
間
ど
う
し
の
関
係
と
し
て
把
握
さ
れ
る
も
の
で
、
価
値
創
造
係
数
、
価
格
の
特
性
を
も
つ
経
済
性
が
属
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
動
態
的
経
済
性
は
動
態
的
運
動
量
と
静
態
的
在
高
の
関
係
か
ら
出
て
く
る
も
の
で
、
労
働
効
果
、
資
本
効
果
、
収
益
性
、
速
度
の
特
性
を
も
つ
経
済
性
が
属
す
る
。
②
次
に
費
消
及
び
効
用
が
数
鯖
、
価
格
、
価
値
の
ど
の
性
質
を
も
つ
か
に
よ
っ
て
次
の
五
つ
の
下
位
種
類
を
区
別
し
て
い
る
。
⑱
技
術
効
率
…
数
量
経
済
的
需
要
充
足
観
点
に
照
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
⑮
市
場
効
率
：
・
価
格
が
相
互
に
関
係
す
る
も
の
で
工
業
に
お
い
て
は
製
品
販
売
価
格
と
原
価
価
格
の
関
係
と
し
て
問
題
と
な
る
も
の
。
技
術
ー
市
場
効
果
…
数
星
と
価
格
る
か
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
わ
せ
か
ら
次
の
四
つ
の
経
済
性
が
生
ず
る
。
即
ち
⑱
費
消
経
済
性
⑮
費
消
ー
効
用
経
済
性
c
効
用
経
済
性
⑪
効
用
ー
費
消
経
済
性
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
経
済
性
の
分
類
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
特
に
彼
の
製
造
経
済
性
の
細
分
化
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
初
期
に
お
け
る
生
産
経
済
的
経
済
性
は
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
経
営
段
階
の
区
分
と
い
③
経
済
性
等
式
の
分
子
及
び
分
母
に
費
消
と
効
用
の
い
ず
れ
を
も
っ
て
く
①
静
態
的
経
済
性
と
動
態
的
経
済
性
：
．
静
態
的
経
済
性
は
そ
れ
ぞ
れ
静
態
在
庫
品
で
行
わ
れ
る
も
の
で
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
経
済
性
が
属
す
る
。
現
金
保
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
の
関
係
と
し
て
把
握
さ
れ
る
も
の
で
資
本
効
果
、
収
益
性
、
価
値
創
造
係
数
、
取
引
速
度
が
こ
こ
に
属
す
る
。
⑥
技
術
効
果
…
経
済
性
等
式
の
分
子
に
数
最
、
分
母
に
価
値
が
関
係
す
る
も
の
で
労
働
効
果
、
資
本
集
約
度
（
経
営
稼
動
資
本
対
経
営
従
業
員
数
）
が
あ
る
。
＠
市
場
効
果
・
・
・
原
価
計
算
領
域
で
計
算
さ
れ
る
価
格
の
特
性
を
も
つ
経
済
性
（
分
母
1
1
数
量
、
分
子
1
1
価
値
）
で
原
価
財
の
調
逹
原
価
価
格
（
調
達
原
価
計
算
に
も
と
づ
く
）
、
収
益
財
の
製
造
原
価
価
格
（
製
造
原
価
計
算
に
も
と
づ
く
）
、
収
益
財
の
阪
売
収
益
価
格
（
販
売
収
益
計
算
に
も
と
づ
く
）
、
原
価
財
の
使
用
収
益
価
格
（
使
用
収
益
計
算
に
も
と
づ
く
）
の
四
種
が
あ
る
。
そ
し
て
レ
ー
マ
ソ
は
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
す
べ
て
の
捕
捉
可
能
な
数
字
を
体
系
化
す
る
と
、
計
算
制
度
の
計
画
的
形
成
化
特
に
経
営
経
済
統
計
の
計
画
的
形
成
化
に
到
達
す
る
と
い
っ
て
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
の
で
六
〇
ム99
う
饒
点
か
ら
更
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
経
済
性
論
を
研
究
す
る
場
合
の
、
そ
の
産
出
場
所
も
し
く
は
認
識
領
域
か
ら
の
出
発
は
、
正
し
い
経
済
性
論
展
開
の
前
提
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
全
体
経
済
的
要
請
に
応
え
て
、
レ
ー
マ
ソ
ほ
製
造
領
域
の
重
要
性
を
強
く
強
調
し
従
っ
て
製
造
経
済
性
を
財
務
経
済
性
に
優
先
さ
せ
て
、
益
々
体
系
的
に
精
密
化
す
る
と
．
い
う
方
向
へ
と
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
発
展
方
向
は
、
前
節
の
価
値
創
造
思
考
、
製
造
効
果
概
念
と
相
照
応
す
る
も
の
と
し
て
、
レ
ー
マ
ン
後
期
に
お
け
る
経
済
性
論
の
展
開
へ
の
重
要
な
契
機
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
生
産
こ
そ
凡
ゆ
る
経
済
現
象
の
基
底
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
経
済
性
論
の
存
在
甚
礎
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
三
節
1
需
要
充
足
と
経
済
性
に
つ
い
て
、
レ
ー
マ
ソ
は
一
章
を
割
い
て
、
製
造
原
価
低
下
努
力
が
製
造
効
果
増
進
怒
力
よ
り
も
、
市
場
価
格
の
低
下
を
可
能
に
す
る
の
で
、
国
民
経
済
的
観
点
か
ら
は
実
質
上
は
優
位
に
あ
る
と
述
ぺ
て
い
る
。
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。
経
営
比
較
（
製
造
効
果
比
較
）
の
重
視
日
経
済
性
の
計
算
段
階
…
そ
れ
で
は
経
済
性
は
ど
の
よ
う
に
し
て
計
算
さ
れ
る
か
。
先
ず
経
済
性
計
算
の
各
段
階
に
つ
い
て
説
く
と
こ
ろ
を
み
て
（注）
3
 
2
 「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
れ
て
い
る
（
後
述
）
。
六
最
後
の
計
算
段
階
は
イ
ス
ト
経
済
性
と
ゾ
ル
経
済
性
の
比
較
即
ち
経
済
性
度
の
計
算
で
あ
り
、
こ
の
経
営
比
較
は
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
経
済
性
計
算
の
中
核
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
は
経
営
比
較
：
・
経
営
比
較
は
種
々
の
目
的
に
役
立
つ
。
即
ち
、
過
去
に
お
い
て
は
個
別
経
済
的
目
標
に
役
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
国
家
社
会
主
て
の
ゾ
ル
経
済
性
指
数
の
計
算
的
確
認
の
思
考
は
こ
こ
で
最
も
重
要
視
さ
二
つ
以
上
の
個
別
経
済
性
の
大
き
さ
の
間
に
あ
る
函
数
関
係
を
計
算
的
に
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
例
え
ば
、
技
術
作
用
あ
る
い
は
市
場
作
用
の
変
動
と
、
製
造
効
果
（
労
働
効
果
・
資
本
効
果
）
あ
る
い
は
製
品
の
原
価
構
成
の
高
さ
の
関
係
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
ー
一
の
段
階
は
、
ゾ
ル
経
済
性
の
確
認
で
あ
る
。
こ
の
確
認
に
は
次
の
四
つ
の
場
合
が
あ
げ
ら
れ
る
。
①
本
来
的
な
確
認
を
必
要
と
し
な
い
場
合
、
即
ち
自
然
の
技
術
的
な
も
の
が
所
与
と
し
て
あ
る
場
合
、
③
任
意
に
把
握
し
た
時
間
及
び
数
系
列
の
平
均
を
ゾ
ル
経
済
性
と
す
る
場
合
、
⑧
ゾ
ル
経
済
性
を
標
準
原
価
計
算
に
よ
っ
て
事
前
に
確
認
す
る
場
合
。
そ
し
て
こ
の
場
合
に
は
個
別
経
営
の
事
前
計
算
結
果
に
は
限
界
が
あ
る
の
で
経
済
部
門
全
体
で
決
定
的
な
も
の
を
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
。
④
経
営
間
の
経
営
比
較
計
算
で
確
認
す
る
場
合
。
こ
の
計
画
的
に
し
て
意
義
深
い
経
営
比
較
を
通
じ
ち
効
用
及
び
費
消
の
大
き
さ
の
確
認
で
あ
る
。
次
い
で
経
済
性
の
計
算
は
み
よ
う
。
経
済
性
計
算
の
第
一
段
階
は
、
種
々
な
る
個
別
計
算
の
全
体
即
500 
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
と
い
う
国
民
経
済
的
あ
る
い
は
経
済
政
策
的
課
題
を
果
す
こ
と
に
役
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
比
較
（
費
用
経
済
性
の
比
較
）
、
①
製
造
経
済
性
比
較
（
製
造
・
レ
ー
マ
ン
は
前
述
の
思
考
に
照
応
し
て
加
工
経
済
性
比
較
、
調
達
経
済
性
比
較
、
阪
売
経
済
性
比
較
）
と
財
務
経
済
性
比
較
②
技
術
面
の
経
営
比
較
（
技
術
効
率
が
中
心
の
経
営
間
の
比
較
計
算
）
と
市
場
面
の
経
営
比
較
（
市
場
効
率
が
中
心
）
、
③
原
価
構
成
原
価
比
較
（
費
用
ー
効
用
経
済
性
の
比
較
）
、
及
び
収
益
構
成
比
較
（
効
用
経
済
性
の
比
較
）
、
効
果
比
較
（
効
用
—
費
用
経
済
性
の
比
較
）
の
三
区
分
観
点
か
ら
経
済
性
比
較
の
実
質
的
内
容
に
つ
い
て
分
類
し
て
い
る
。
レ
ー
マ
ソ
に
よ
れ
ば
右
の
分
類
の
う
ち
、
第
三
の
分
類
が
実
務
上
、
最
も
重
要
視
さ
れ
る
。
先
ず
原
価
比
較
は
原
価
計
算
の
結
果
に
も
と
づ
く
周
l
 
知
の
も
の
で
あ
引
、
原
価
構
成
比
較
で
は
、
原
価
と
し
て
の
二
つ
の
製
造
カ
（
労
働
力
と
資
本
）
の
関
係
及
び
そ
の
構
成
（
頭
脳
労
働
者
と
肉
体
労
働
者
あ
る
い
は
設
備
資
本
と
取
引
資
本
）
に
関
す
る
数
字
の
比
較
が
と
く
り〕
に
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
収
益
構
成
比
較
は
収
益
及
び
売
上
構
成
の
報
告
③
 
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
国
民
経
済
的
観
点
の
下
で
最
も
重
要
な
も
の
は
、
最
後
の
効
果
比
較
で
4
 
あ
る
。
効
果
比
較
は
七
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
労
働
効
果
、
資
本
効
果
義
経
済
思
想
の
下
で
は
国
民
経
済
的
目
標
を
も
つ
。
従
っ
て
、
給
付
向
上
a
 
収本資＋
 
益収共公
文
＋
投
益
本
収
資
働
・
労
入
●
投
）
間
価
人
原付給L"＂ 
1
日＂益収総（
 
／
＞
 
特
徴
を
み
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
原
価
比
較
は
、
製
品
の
引
渡
し
7表 効 果 比 較
比較
a 
b 
C =1/戸
経 営
a
b
c
 
労働効果
資本効果
製造効果
労働効果度
資本効果度
製造効果度
人
彩
形
／
 
クレ｝
 マ
％
彩
彩
I I I I 
3,500 I 3,500 
140 I 120 
700 I 648 
111 I 111 
132 I 113 
121 I 111 
I 
3,000 
110 
575 
95 
104 
100 
][ I V I平均
2,800 I 2,900 I 3,140 
90 I 70 I 106 
501 I 451 I 577 
92 
66 
78 
IV 
89 
85 
87 
100 
100 
100 
お
い
て
効
果
比
較
の
も
の
）
と
の
対
比
に
と
考
え
ら
れ
る
。
今
、
原
価
比
較
（
従
来
、
製
造
力
の
投
入
）
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
J
の
効
果
思
考
は
国
求
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
は
、
レ
ー
マ
ン
に
よ
る
と
前
及
び
製
造
効
果
の
比
較
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
製
造
効
果
者
の
幾
何
学
的
平
均
に
よ
っ
て
民
経
済
的
観
点
の
下
で
生
ず
る
凡
ゆ
る
製
造
経
済
要
因
（
産
出
財
貨
所
得
、
貨
幣
所
得
、
人
的
及
び
物
的
で
最
も
重
要
な
も
の
支
配
的
で
あ
っ
た
ー上
ノ‘
501 
計
算
を
目
的
と
す
る
経
営
間
の
比
較
計
算
(11
効
果
比
較
）
に
よ
っ
て
補
効
果
、
資
本
効
果
、
製
造
効
果
）
に
対
す
る
判
断
値
（
ゾ
ル
経
済
性
）
の
と
い
う
前
顧
的
な
も
の
即
ち
製
品
引
渡
し
の
経
済
性
と
し
て
の
特
徴
を
も
つ
。
そ
し
て
こ
れ
は
製
造
過
程
の
原
価
面
だ
け
が
対
置
さ
れ
る
と
い
う
比
較
数
字
の
内
容
的
不
十
分
性
と
、
個
々
の
製
造
活
動
に
お
け
る
製
品
に
関
係
し
、
経
営
間
の
製
造
企
画
の
相
異
を
表
現
し
な
い
の
で
、
多
く
の
経
済
部
門
で
実
質
的
に
は
比
較
さ
れ
ず
仮
構
的
に
比
較
さ
れ
る
と
い
う
欠
点
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
レ
ー
マ
ン
は
効
果
比
較
を
製
造
力
（
労
働
力
及
び
資
本
の
投
入
）
と
い
う
回
顧
的
な
も
の
即
ち
製
造
力
の
投
入
の
経
済
性
の
比
較
と
し
て
特
徴
づ
け
る
。
そ
し
て
こ
の
効
果
比
較
は
、
①
内
部
的
に
完
全
に
表
示
さ
れ
る
比
較
数
字
が
相
互
に
対
置
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
及
び
②
こ
の
場
合
の
指
数
は
全
経
営
な
い
し
全
経
済
部
門
に
対
し
て
唯
一
の
同
じ
種
類
の
も
の
（
労
働
力
と
資
本
）
で
あ
る
た
め
、
実
質
的
に
比
較
可
能
な
数
字
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
前
者
に
対
す
る
優
位
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
述
べ
た
よ
う
に
、
経
営
経
済
計
算
制
度
へ
の
国
民
経
済
的
思
考
の
尊
入
の
た
め
に
、
レ
ー
マ
ン
は
個
別
企
業
の
収
益
性
計
算
を
排
し
て
製
造
単
位
と
し
て
の
個
別
経
営
の
効
果
計
算
を
強
調
す
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
国
民
経
済
的
意
義
の
決
定
的
な
判
断
基
礎
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
更
に
又
、
内
部
経
営
計
算
制
度
の
変
革
は
、
製
造
経
済
的
数
字
（
労
働
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
-ユ-•，ヽ
中
期
の
レ
ー
マ
ン
経
済
性
論
の
特
徴
を
、
わ
れ
わ
れ
は
国
民
経
済
的
観
4
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X 
完
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
個
別
経
営
的
効
果
計
算
と
経
営
間
の
効
果
比
較
の
結
合
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
伝
来
の
収
益
性
思
考
が
排
除
さ
れ
、
国
家
社
会
主
義
的
経
済
思
考
の
高
揚
が
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
製
造
効
果
の
計
算
と
そ
の
比
較
こ
の
二
つ
が
レ
ー
マ
ン
中
期
の
経
済
性
計
算
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
経
済
部
門
全
体
に
共
通
の
も
の
と
し
て
、
労
働
力
と
資
本
の
製
造
過
程
へ
の
投
入
が
唯
一
の
最
も
重
要
な
経
済
性
測
定
の
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
前
章
で
み
ら
れ
た
各
原
価
財
の
選
択
に
も
と
づ
く
経
済
性
の
捕
捉
は
少
な
く
と
も
後
退
し
て
い
る
。
く
り
返
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は
国
民
経
済
的
観
点
の
強
調
に
よ
る
国
民
経
済
的
所
得
の
産
出
（
価
値
創
造
）
を
経
営
の
中
心
的
課
題
と
す
る
こ
と
か
ら
の
必
然
的
な
帰
結
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
時
期
に
お
い
て
レ
ー
マ
ン
経
済
性
論
が
大
き
く
展
開
し
た
こ
と
の
意
味
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
に
お
い
て
簡
単
に
も
う
一
度
レ
ー
マ
ソ
理
論
の
特
徴
を
摘
出
し
て
み
よ
う
。
（注）
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点
の
高
調
段
階
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
具
体
的
展
開
を
、
H
価
値
創
造
思
考
の
導
入
。
口
労
働
効
果
、
資
本
効
果
概
念
（
そ
の
幾
何
学
的
平
均
値
と
し
て
の
製
造
効
果
概
念
）
の
認
識
。
曰
製
造
領
域
の
細
分
化
に
よ
る
製
造
・
加
工
領
域
の
認
識
。
回
効
果
比
較
思
考
の
強
調
。
に
求
め
る
。
勿
論
こ
れ
ら
の
特
徴
従
っ
て
初
期
よ
り
の
変
化
内
容
は
、
私
経
済
的
収
益
性
思
考
に
代
わ
る
ナ
チ
・
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
に
よ
る
全
体
国
民
経
済
的
国
家
社
会
主
義
に
も
と
づ
く
経
済
政
策
上
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
歴
史
的
基
盤
）
。
即
ち
全
体
国
民
経
済
に
資
す
る
と
い
う
経
済
性
計
算
へ
の
要
求
が
国
民
経
済
産
出
所
得
と
し
て
の
価
値
創
造
思
考
を
個
別
経
営
に
登
場
せ
し
め
、
又
こ
の
価
値
創
造
の
産
出
要
因
と
し
て
当
然
、
労
働
と
資
本
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
又
同
じ
観
点
か
ら
、
製
造
領
域
が
更
に
細
分
化
さ
れ
（
こ
れ
は
、
第
一
一
一
章
の
狭
義
の
純
粋
生
産
的
経
営
の
認
識
に
つ
ら
な
る
）
、
経
済
部
門
全
体
に
有
用
な
製
造
効
果
比
較
を
重
要
視
す
る
と
い
う
発
展
方
向
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
第
三
章
に
お
い
て
指
摘
す
る
よ
う
に
、
レ
ー
マ
ン
理
論
は
そ
の
出
発
点
に
効
用
選
択
理
論
を
お
き
、
資
本
家
的
個
別
企
業
計
算
を
そ
の
特
徴
と
す
る
た
め
多
く
の
限
界
を
も
つ
。
即
ち
、
価
値
創
造
思
考
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
は
、
レ
ー
マ
ソ
に
あ
っ
て
は
、
究
極
的
に
は
所
得
の
配
分
関
係
上
の
問
題
と
し
て
解
消
し
て
し
ま
う
個
別
経
営
的
特
徴
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
個
別
資
本
を
出
発
点
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
産
出
要
素
と
し
て
資
本
が
労
働
と
並
列
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
点
に
対
す
る
積
極
的
見
解
を
次
章
に
ゆ
ず
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。定
と
価
値
創
造
計
算
」
（
一
九
四
九
年
l
)
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
再
建
に
対
す
る
要
望
は
、
資
本
主
義
諸
国
間
に
、
生
産
性
の
向
上
運
動
を
捲
き
お
こ
し
、
企
業
経
営
の
計
算
制
度
も
た
。
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
レ
ー
マ
ン
経
済
性
論
も
理
論
的
に
整
理
さ
れ
、
又
個
別
経
営
の
経
済
性
の
測
定
・
捕
捉
技
術
面
な
か
ん
ず
く
経
営
比
較
面
に
お
い
て
具
体
的
に
拡
充
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
て
生
産
性
概
念
を
前
面
に
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
理
論
的
基
底
は
、
中
期
の
「
計
画
的
計
算
論
」
と
軌
を
一
っ
に
す
る
。
た
だ
そ
の
測
定
面
即
ち
経
営
比
較
領
域
に
お
い
て
多
く
の
発
展
を
み
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
本
章
に
お
い
て
は
、
レ
ー
マ
ン
の
こ
の
期
の
代
表
的
文
レ
ー
マ
ン
経
済
性
論
後
期
の
思
考
は
、
価
値
創
造
的
思
考
を
中
軸
と
し
そ
の
一
環
と
し
て
生
産
性
の
正
し
い
測
定
を
そ
の
課
題
と
す
る
に
至
っ
第
三
章
「
第
二
次
大
戦
後
」
に
お
け
る
「
生
産
性
測
六
四
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2
 
l
l
z
l
 
献
即
ち
、
「
価
値
創
造
計
算
幽
」
、
「
労
働
の
生
産
性
と
そ
の
測
定
」
、
g) 
済
性
•
生
産
性
及
び
収
益
性
」
の
三
文
献
か
ら
経
済
性
の
概
念
、
算
定
及
心
i
び
そ
の
測
定
に
つ
い
て
概
括
し
、
次
い
で
「
経
営
比
較
論
」
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
思
考
が
ど
の
よ
う
に
具
体
化
・
拡
充
化
さ
れ
て
い
る
か
を
教
示
例
を
中
心
と
し
て
紹
介
し
て
み
よ
う
。
け
だ
し
経
営
比
較
論
へ
の
体
系
化
が
レ
ー
マ
ソ
経
済
性
論
の
帰
着
点
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
時
期
に
お
け
る
レ
ー
マ
ソ
経
済
性
論
の
特
徴
を
、
①
価
値
創
造
思
考
（
国
民
経
済
的
ー
及
び
個
別
経
営
的
生
産
性
の
交
錯
に
つ
い
て
）
、
②
経
営
概
念
（
狭
義
の
生
産
的
経
営
に
つ
い
て
）
③
個
別
企
業
計
算
（
労
働
生
産
性
、
資
本
生
産
性
及
び
収
益
性
の
関
係
に
つ
い
て
）
、
の
三
点
か
ら
特
徴
づ
け
、
そ
の
発
展
方
向
を
示
す
と
と
も
に
、
5
 
論
的
前
提
か
ら
来
る
限
界
を
指
摘
し
て
み
た
い
。
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(Ii'.
、
価
g
阻
釧
虚
疸
計
笛
呑
論
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
レ
ー
マ
ン
価
値
創
造
計
算
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
、
「
経
営
経
済
性
の
測
定
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
参
照
。
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尚
、
前
掲
拙
稿
「
レ
ー
マ
ン
経
済
性
、
生
産
性
及
び
収
益
性
」
参
照
。
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な
お
教
示
例
に
つ
い
て
は
、
目
次
に
は
掲
記
し
て
お
い
た
が
、
紙
巾
の
都
合
で
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。
本
文
に
お
い
て
も
明
記
し
て
お
い
た
が
、
本
章
第
一
節
の
「
経
済
性
論
（
特
に
生
産
性
論
）
の
概
括
」
及
び
第
一
＝
節
「
レ
ー
マ
ン
経
済
性
論
の
発
展
方
向
と
そ
の
限
界
」
に
関
し
て
は
、
既
に
他
の
機
会
に
公
表
し
た
の
で
本
稿
で
は
省
略
す
る
。
本
稿
の
結
論
的
部
分
に
当
た
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
最
も
重
要
な
個
所
で
あ
る
が
、
紙
巾
の
関
係
で
止
む
を
得
な
か
っ
た
。
拙
稿
「
レ
ー
マ
ソ
生
産
性
会
計
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
（
木
村
和
一
―
一
郎
編
「
生
産
性
会
計
」
税
務
経
理
協
会
刊
に
収
録
）
日
生
産
性
概
念
の
規
定
・
・
・
口
生
産
性
数
値
の
算
定
：
・
レ
ー
マ
ン
は
戦
後
に
お
い
て
、
経
済
性
特
に
生
産
性
に
関
し
て
多
く
の
研
究
成
果
を
公
刊
し
て
い
る
が
、
生
産
性
概
念
の
強
調
と
価
値
創
造
計
算
の
精
密
化
以
外
に
は
、
彼
の
基
本
的
な
思
考
に
は
余
り
変
化
が
み
ら
れ
第
二
節
経
営
比
較
論
へ
の
展
開
国
生
産
性
の
測
定
(11
比
較
）
第
一
節
経
済
性
論
（
特
に
生
産
性
論
）
の
概
括
]
 
「経
5
 
4
 
拙
稿
「
レ
ー
↑
ン
生
産
性
会
計
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
参
照
504 
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
洞
定
方
法
」
⇔
（
山
上
）
ず
、
特
徴
は
経
営
比
較
を
手
段
と
す
る
具
体
的
捕
捉
技
術
へ
の
拡
充
に
あ
る
。
従
っ
て
本
節
で
は
彼
の
経
営
比
較
論
の
集
大
成
で
あ
る
「
経
営
比
較
論
」
（
一
九
五
八
年
）
を
素
描
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
こ
の
書
の
内
容
は
前
掲
の
三
つ
の
論
文
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
又
別
稿
に
お
い
て
漑ー
に
右
の
三
論
文
の
内
容
を
紹
介
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
の
書
の
構
成
と
、
特
に
特
徴
的
と
み
ら
れ
る
具
体
的
計
算
例
に
限
定
し
て
、
前
節
の
内
容
を
補
完
す
る
こ
と
と
す
る
。
引
日
発
展
比
較
嘱
定
上
の
問
題
点
…
レ
ー
マ
ン
は
、
経
営
比
較
の
概
叙
、
侶
4
経
営
比
較
の
目
的
か
ら
説
き
お
こ
し
て
、
経
営
比
較
の
形
式
的
』
五
細
、
実
質
6
 
固
的
内
容
に
つ
い
て
論
じ
た
後
、
こ
の
書
の
大
半
を
「
発
展
比
較
と
構
造
比
較
（
後
述
）
設
定
上
の
問
題
点
」
に
費
し
て
い
る
。
先
ず
、
前
者
に
つ
い
て
の
重
要
な
三
つ
の
点
を
摘
出
し
て
述
ぺ
て
み
よ
う
。
①
貨
幣
価
値
変
動
影
響
の
除
去
…
「
価
値
創
造
計
算
論
」
で
述
べ
ら
れ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
貨
幣
価
値
の
変
動
要
因
は
、
基
準
期
間
の
価
格
指
数
を
1
と
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
比
較
期
間
の
価
格
指
数
を
求
め
、
こ
の
係
数
を
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
性
数
値
に
関
係
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
除
外
す
る
。
特
に
こ
こ
で
注
意
さ
れ
て
い
る
点
は
、
労
働
生
産
性
の
関
係
要
因
と
し
て
の
労
働
力
の
代
表
値
と
し
て
、
労
働
補
償
（
支
払
労
賃
）
が
価
格
変
動
も
、
従
業
員
構
成
の
変
化
を
も
考
慮
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
労
働
生
産
性
等
式
に
価
値
創
造
数
値
と
同
様
に
価
格
と
じ
て
関
係
I
．
畠
喜
1
1
噂満
靡
R
資
本
集
約
度
差
異
の
考
慮
：
・
生
産
方
法
の
資
本
集
約
度
の
変
動
の
修
正
は
、
労
働
生
産
性
発
展
比
較
に
関
し
て
は
前
節
で
説
明
し
た
の
と
同
じ
「
純
化
さ
れ
た
労
働
生
産
性
」
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
資
本
生
産
性
及
び
労
働
生
産
性
の
発
展
と
資
本
集
約
度
が
、
速
＿
睾
併
商
序
1
1
滴
丹
併
商
寄
X
濠
封
濃
溶
涛
1
1
滴
卦
合
蹄
寄
涼
｛
睾
併
腕
序
滴
料
津
容
涛
右
の
等
式
か
ら
函
数
関
係
に
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
資
本
生
産
性
は
資
本
集
約
度
修
正
を
必
要
と
し
な
い
発
展
比
較
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
の
比
較
値
に
既
に
資
本
投
入
の
高
さ
が
作
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
⑧
技
術
ー
市
場
効
率
比
較
と
し
て
の
発
展
比
較
：
•
こ
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
既
に
「
経
済
性
•
生
産
性
及
び
収
益
性
」
に
お
い
て
詳
論
さ
れ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
も
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
右
の
二
つ
の
構
成
分
（
技
術
効
率
と
市
場
効
率
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
先
ず
重
要
性
（
評
点
）
を
つ
け
、
基
準
期
間
の
技
術
効
率
も
し
く
は
＜ ヽ
念
0
A
す
る
か
ら
）
。
六
六
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前
節
で
述
べ
た
こ
と
か
ら
容
易
に
わ
か
る
よ
う
に
、
レ
ー
マ
ン
は
価
値
創
造
構
造
比
較
内
に
次
の
三
つ
、
収
益
性
構
造
比
較
に
次
の
1
―
つ
の
数
値
を
考
え
て
い
る
。
即
ち
、
I
．
声
i
{
声
翌
賑
苓
岸
注
＿
落
l
)
i
言
諮
活
踪
室
吉
翌
器
宗
溶
I
I
X
1
0
0
圭
容
｛
士
．
琶
＝
＝
1. 
市
場
効
率
を
1
と
お
い
て
、
比
較
期
間
の
数
値
と
関
係
せ
し
め
て
指
数
を
出
し
、
次
い
で
技
術
効
率
及
び
市
場
効
率
の
個
々
を
合
計
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
右
の
よ
う
に
し
て
算
出
さ
れ
た
次
の
等
式
即
ち
、
ピ
淀
踪
翠
言
索
寄
忍
ビ
涸
官
苺
室
苓
寄
翠
戸
丑
恙
華
活
中
0
需
海
(
M
)
1
1
|ー
技
術
構
成
分
と
市
場
構
成
分
の
結
果
を
、
グ
ラ
フ
形
式
に
表
現
す
る
(
T
7
 
カ
ー
プ
と
M
カ
ー
ブ
）
の
で
あ
る
。
口
構
造
比
較
設
定
上
の
問
題
点
：
・
レ
ー
マ
ン
は
構
造
比
較
設
定
上
の
主
要
観
点
と
し
て
、
①
価
値
創
造
比
較
及
び
収
益
性
比
較
と
し
て
の
構
造
比
較
と
、
②
製
造
原
価
計
算
的
経
済
性
比
較
及
び
使
用
収
益
計
算
的
経
済
性
肉
比
靱
に
つ
い
て
述
べ
、
次
い
で
前
者
の
個
々
の
問
題
に
つ
い
て
詳
説
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
本
項
で
は
特
に
価
値
創
造
比
較
及
び
収
益
性
比
較
と
し
て
の
構
造
比
較
が
こ
の
書
の
中
核
で
あ
る
と
み
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
I
．
澪
寄
等
酒
9
,
0
需
湘
(
T
)
1
1
ピ
溶
苺
冷
抵
滞
2
.
 
1. 
六
七
X
1
0
0
 
H
□埠
丹
活
取
命
]
i訓
滴
丹
皿
口
濠
封
走
｝
髯
I
I
X
1
0
0
 
際
晦
燦
斧
芝
眈
宗
疎
濠
料
際
疎
燦
料
芝
踪
l
芹
I
(
r
t
r
t
t
饂
思
わr
t
E
9
濠
丹
舟
雨
苓
翌
界
墨
悶
戸
誓
臣
蹄
溶
r
I渫
f
が
rt
に
ふ
"
r
t
r
t
虚
兌
濠
封
舟
幣
宰
や
チ
J
A
迭
塞
令
漁
宰
（
↓
墨
応
芝
羞
｛
書
竪
序
）
沌
方
漑
中
L
さ
さ
｀
ぶ
代
ぐ
，
5
r
t
代
t
ぎ
が
。
）
I・
淀
翫
宰
等
賑
L
懲
下
]
丙
価
値
創
造
係
数
、
資
本
生
産
性
及
び
総
生
産
性
は
、
狭
義
の
生
産
領
域
た
る
経
営
を
比
較
客
体
に
、
経
営
資
本
収
益
性
は
広
義
の
生
産
単
位
た
る
経
営
を
比
較
客
体
と
し
て
関
係
す
る
比
較
値
で
あ
り
、
自
己
資
本
収
益
性
は
全
体
と
し
て
の
経
営
経
済
を
比
較
対
象
と
す
る
比
較
値
で
あ
る
。
レ
ー
マ
ン
は
価
値
創
造
比
較
の
領
域
に
お
い
て
、
製
造
の
深
さ
が
一
定
で
あ
る
場
合
に
の
み
価
値
創
造
係
数
が
用
い
ら
れ
、
発
展
比
較
の
場
合
に
は
純
化
労
働
生
産
性
(11
資
本
生
産
性
）
、
構
造
比
較
の
場
合
に
は
資
本
生
産
性
(11
純
化
労
働
生
産
性
）
を
用
い
る
と
表
明
力
が
強
い
と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
総
生
産
性
は
、
異
な
っ
た
産
業
部
門
の
経
営
、
又
は
異
な
っ
た
生
産
3
.
 
2
.
 
X
1
0
0
 
2
・
言
奎
至
翠丹
『
一
．
頴
溢
f
郡
全
裔
宰
I
X
1
0
0
 
宜
蔵
翌
賑
活
弁
濠
汁
漑
丹
庶
腕
溶
I
I
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と
、
算
出
さ
れ
た
資
本
生
産
性
は
誤
っ
た
数
値
と
な
る
。
即
ち
、
老
旧
度
の
高
い
経
営
が
、
新
設
備
を
も
つ
経
営
よ
り
、
経
済
的
に
よ
り
よ
く
稼
動
す
る
と
い
う
み
せ
か
け
を
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
実
体
資
本
計
算
の
借
方
に
減
価
償
却
引
当
金
と
同
額
の
設
備
補
充
項
目
を
導
入
し
て
、
比
較
経
営
の
老
旧
度
を
調
整
す
る
の
で
あ
る
。
又
技
術
の
進
歩
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
技
術
進
歩
作
用
分
だ
け
設
備
補
充
項
目
よ
り
控
除
し
て
計
上
す
る
。
即
ち
、
技
術
的
発
展
の
結
果
と
し
て
同
じ
給
付
能
力
の
設
備
が
以
前
よ
り
安
く
購
入
出
来
、
又
同
じ
価
格
で
高
い
給
付
能
力
を
も
つ
も
の
を
仕
当
金
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
経
営
設
備
の
老
旧
度
の
差
異
を
考
慮
し
な
い
段
階
の
経
営
の
比
較
の
場
合
に
有
用
と
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
価
値
創
造
比
較
及
び
収
益
性
比
較
の
個
々
の
問
題
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
（
主
と
し
て
、
理
論
内
容
の
要
約
に
と
ど
め
る
I
他
の
点
は
前
掲
諸
論
文
と
同
じ
で
あ
る
の
で
）
。
①
評
価
問
題
…
経
営
問
の
数
値
を
相
互
に
有
意
義
に
比
較
す
る
場
合
に
は
、
当
然
、
時
価
で
の
評
価
が
必
要
と
な
る
。
即
ち
原
価
計
算
的
価
値
で
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
②
狭
義
の
経
営
と
原
価
計
算
的
割
引
の
取
扱
い
・
・
・
レ
ー
マ
ン
は
狭
義
の
経
営
に
お
け
る
価
値
創
造
計
算
を
行
な
う
た
め
に
、
原
価
計
算
上
の
割
引
項
目
を
除
斥
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
の
詳
細
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
③
比
較
経
営
の
老
旧
度
の
考
慮
：
・
前
節
で
一
言
し
た
よ
う
に
減
価
償
却
引
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
る
経
営
と
、
賃
借
設
備
で
稼
動
す
る
経
営
の
比
較
の
場
合
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
「
価
値
創
造
計
算
論
」
に
お
け
る
と
同
様
に
、
は
、
賃
借
設
備
を
自
己
設
備
と
同
じ
く
実
体
資
本
計
算
に
包
含
す
る
と
と
も
に
、
経
営
貸
借
対
照
表
に
「
賃
借
信
用
」
と
い
う
対
立
項
目
を
も
っ
て
調
整
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
そ
れ
と
と
も
に
成
果
計
算
面
に
お
い
て
も
同
様
に
処
理
し
、
後
者
を
自
己
資
本
収
益
項
目
と
し
て
価
値
創
造
項
目
で
取
扱
う
の
で
あ
る
。
⑤
総
生
産
性
構
造
比
較
の
利
子
率
の
取
扱
い
・
・
・
利
子
率
の
選
択
の
問
題
に
関
し
て
も
、
レ
ー
マ
ン
は
、
前
掲
の
諸
論
文
と
同
じ
く
、
資
本
還
元
利
子
率
の
選
択
の
場
合
と
同
様
に
、
危
険
付
加
を
考
慮
し
、
叉
資
本
市
場
の
現
実
の
利
子
率
を
基
準
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
、
価
値
創
造
構
造
比
較
及
び
収
益
性
構
造
比
較
に
つ
い
て
の
レ
ー
マ
ン
の
述
べ
る
個
別
問
題
を
、
極
め
て
簡
単
に
述
べ
、
そ
し
て
そ
の
所
説
が
彼
の
従
来
の
戦
後
の
見
解
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
次
い
で
構
造
比
較
の
利
用
に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
み
よ
う
。
既
に
、
レ
ー
マ
ン
が
「
経
済
性
•
生
産
性
及
び
収
益
性
」
に
お
い
て
述
べ
者
を
価
値
創
造
計
算
面
の
前
給
付
原
価
と
し
て
自
己
設
備
の
減
価
償
却
と
支
払
賃
借
料
を
減
価
償
却
費
部
分
と
、
計
算
利
子
部
分
に
分
解
し
て
、
前
レ
ー
マ
ン
④
賃
借
設
備
と
支
払
賃
借
料
の
取
扱
い
・
・
・
次
に
自
己
設
備
の
み
で
稼
動
す
~
 
，
 
．
 
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
六
八
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そ
こ
で
比
較
さ
れ
る
経
営
の
立
地
条
件
は
、
常
に
価
格
の
差
異
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
と
考
え
る
と
、
例
え
ば
比
較
経
営
の
労
賃
率
を
基
準
経
営
の
そ
れ
に
還
元
し
て
算
出
し
た
も
の
と
、
実
際
の
賃
率
に
よ
る
実
際
賃
額
の
差
が
立
地
条
件
と
し
て
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
又
鉄
鋼
原
価
（
入
帳
価
格
）
に
対
し
て
基
準
経
営
の
運
送
費
を
基
礎
と
し
て
計
算
し
た
比
較
経
営
の
仮
構
運
送
費
と
実
際
運
送
費
の
差
異
か
ら
そ
の
立
地
条
件
を
、
更
に
木
材
費
か
ら
計
算
し
た
立
地
条
件
性
を
検
出
し
て
、
立
地
条
件
の
差
異
を
修
正
し
た
数
値
で
も
っ
て
構
造
比
較
を
行
い
そ
の
原
因
を
究
明
す
る
の
で
あ
る
。
隊
涸
て
い
る
よ
う
に
、
構
造
比
較
の
利
用
は
経
営
比
較
的
原
因
研
究
と
よ
ば
れ
る
。
即
ち
原
因
研
究
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
垂
直
的
原
因
研
究
(vertikaler
‘
U
r
s
a
c
h
e
n
f
o
r
s
c
h
u
n
g
)
 
(
従
業
員
構
成
・
賃
金
給
料
額
・
労
働
時
間
か
ら
の
比
較
値
の
相
違
を
検
出
す
る
も
の
）
と
水
平
的
原
因
研
究
(hor,
izontaler'
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
後
者
は
生
産
条
件
と
し
て
の
規
模
比
較
（
経
営
規
模
）
、
種
類
比
較
（
生
産
様
式
）
及
び
場
所
比
較
（
立
地
条
件
）
と
に
よ
っ
て
、
次
の
等
式
関
係
か
ら
各
経
営
に
お
け
る
数
値
の
差
の
原
因
を
究
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
I
．
隊
涸
土
H
—
は
溢
冷
H
"
D
“
6
S
磁
涵
1
1
令
函
冷
f
亙
“
e
S
磁
澤
I
．
守
腕
冷
｛
弁
D
“
8
a隊
澤
1
1
油
藩
tri仕
が
隊
漁
＋
舟
蹄
藤
憑
丙
片
が
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
六
九
曰
価
値
創
造
構
造
比
較
及
び
収
益
性
構
造
比
較
の
教
示
例
：
・
（
省
略
）
最
後
に
わ
れ
わ
れ
は
、
「
経
営
比
較
論
」
で
示
さ
れ
て
い
る
具
体
例
を
掲
示
し
て
本
節
を
補
完
し
て
お
こ
う
。
こ
こ
で
は
、
農
業
用
機
械
工
業
の
三
つ
の
経
営
(
A
.
B
.
C
)
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
る
。
先
ず
、
商
法
上
の
成
果
計
算
と
商
法
上
の
貸
借
対
照
t"5 
蓑
が
示
さ
れ
、
次
い
で
A
.
B
.
C
の
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
成
果
計
算
と
区
l
 
“
U
 
分
貸
借
対
照
表
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
比
較
経
営
C
は
自
己
設
備
と
賃
借
設
備
で
稼
動
し
て
い
る
の
で
、
「
設
備
計
算
に
対
す
る
原
価
計
算
砂hu
 
的
価
値
の
見
積
り
」
が
呈
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
表
を
も
と
と
し
窃h"i
 
て
構
造
比
較
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
経
営
比
較
論
」
に
お
け
る
レ
ー
マ
ン
の
所
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
説
は
既
に
発
表
さ
れ
た
見
解
の
集
大
成
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
ア
ウ
ト
・
ラ
イ
ン
を
素
描
す
る
に
と
ど
め
る
が
、
レ
ー
マ
ン
後
期
の
経
済
性
論
が
経
営
比
較
論
と
し
て
、
個
別
経
営
上
の
具
体
的
計
算
技
術
の
方
向
へ
と
深
化
し
た
と
い
う
こ
と
を
知
る
上
に
お
い
て
、
こ
の
書
の
も
つ
意
味
は
大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、
以
上
で
紹
介
し
た
よ
う
な
、
後
期
に
お
け
る
レ
ー
マ
ン
経
済
性
論
は
、
ど
の
よ
う
な
発
展
方
向
と
理
論
的
限
界
を
も
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
価
値
創
造
思
考
を
甚
軸
と
す
る
生
産
性
測
定
へ
の
展
開
は
、
レ
ー
マ
ン
経
済
性
論
に
多
く
の
興
味
と
示
唆
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
る
と
思
わ
れ
る
508 
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8
 
7
 
6
 
5
 
4
 
3
 
2
 
（注）
1
の
で
あ
る
。
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
こ
の
書
の
構
成
は
六
つ
の
章
、
即
ち
、
一
、
工
業
経
営
比
較
の
概
念
二
、
経
営
比
較
の
目
的
、
三
、
経
営
比
較
の
方
法
面
、
四
、
経
営
比
較
の
実
質
面
、
五
、
発
展
比
較
の
有
用
な
設
定
の
た
め
の
主
要
観
点
、
六
、
構
造
比
較
の
有
用
な
設
定
の
た
め
の
主
要
観
点
か
ら
な
り
五
章
及
び
六
章
、
特
に
六
章
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
経
営
比
較
と
し
て
（
経
営
）
経
済
計
算
（
事
後
）
領
城
に
属
す
る
統
計
比
較
と
し
て
の
系
列
項
比
較
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
工
業
経
営
比
較
と
し
て
、
製
造
経
済
と
し
て
の
工
業
の
比
較
計
算
領
域
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
経
営
比
較
は
経
営
遂
行
の
必
要
に
つ
い
て
の
目
標
に
関
し
て
行
わ
れ
る
。
(
D
e
r
s
"
•
•
B
e
t
r
i
e
b
s
v
e
r
g
l
e
i
c
h
e
"
S.14) 
比
較
値
と
し
て
機
能
す
る
数
字
の
形
式
的
特
性
か
ら
み
た
も
の
で
あ
る。次
の
節
か
ら
な
る
。
山
経
営
比
較
の
準
備
・
実
行
及
び
利
用
②
経
営
比
較
の
対
象
③
比
較
値
と
し
て
機
能
す
る
数
字
の
実
質
的
特
性
④
特
別
な
比
較
値
と
し
て
経
済
性
に
向
け
ら
れ
た
良
さ
の
数
字
固
経
営
比
較
の
実
質
的
順
序
゜
発
展
比
較
設
定
上
の
主
要
観
点
と
し
て
、
後
述
す
る
も
の
以
外
に
「
計
算
期
間
の
長
短
に
つ
い
て
顧
慮
」
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
述
ぺ
る
。
前
掲
拙
稿
「
レ
ー
マ
ソ
経
済
性
•
生
産
性
及
び
収
益
性
」
参
照
。
同
右
参
照
。
レ
ー
マ
ン
は
減
価
償
却
分
の
流
動
化
に
よ
る
経
営
手
持
品
の
調
達
利
用
に
つ
い
て
、
正
し
い
資
本
生
産
性
を
計
算
す
る
場
合
に
は
特
に
注
X 
X 
X 
X 
働
生
産
性
・
資
本
生
産
性
及
び
収
益
性
の
関
係
に
つ
い
て
ー
）
国
経
済
性
論
（
特
に
生
産
性
論
）
と
個
別
企
業
計
算
(
1労
生
産
的
経
営
に
つ
い
て
ー
）
第
三
節
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
ぺ
て
い
る
。
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T
a
f
e
l
 28.
参
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。
レ
ー
マ
ン
経
済
性
論
の
発
展
方
向
と
そ
の
限
界
日
経
済
性
論
（
特
に
生
産
性
論
）
と
価
値
創
造
思
考
（
ー
国
民
経
済
的
ー
及
び
個
別
経
営
的
生
産
性
の
交
錯
に
つ
い
て
ー
）
口
経
済
性
論
（
特
に
生
産
性
論
）
と
経
営
概
念
（
ー
狭
義
の
以
上
述
ぺ
た
よ
う
に
、
レ
ー
マ
ン
後
期
の
経
済
性
論
な
か
ん
ず
く
生
産
性
（
測
定
）
論
は
、
生
産
性
の
正
し
い
捕
捉
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
た
と
え
個
別
企
業
的
観
点
に
立
つ
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
多
く
の
発
展
方
向
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
生
産
性
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
個
別
経
営
の
国
民
経
済
所
得
産
出
へ
の
貢
献
を
重
要
視
し
、
こ
の
視
13 12 11 10 
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む
す
び
点
に
立
一
て
、
価
値
創
造
値
を
適
用
し
、
そ
の
産
出
場
所
と
し
て
純
粋
の
生
産
経
済
的
経
営
を
問
題
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
わ
れ
わ
a
れ
は
、
レ
ー
マ
ン
経
済
性
論
の
種
々
の
発
展
方
向
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
レ
ー
マ
ン
が
そ
の
理
論
の
出
発
点
に
財
の
比
較
・
選
択
に
も
と
づ
い
た
主
観
的
効
用
価
値
理
論
を
お
き
、
市
場
の
均
衡
状
態
を
所
与
と
し
た
即
ち
生
産
関
係
を
基
底
と
し
な
い
冴
配
関
ー
係
か
ら
生
産
性
問
題
を
論
じ
た
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
生
産
性
配
分
鰤
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
成
果
配
分
思
考
即
ち
社
会
政
策
上
の
成
果
割
当
思
考
に
役
立
た
し
め
る
た
め
、
レ
ー
マ
ン
経
済
性
論
は
、
経
営
比
較
技
術
と
し
て
そ
の
拡
充
を
行
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
か
か
る
個
別
経
営
面
か
ら
の
経
営
比
較
を
通
じ
て
の
具
体
的
捕
捉
方
法
を
も
高
く
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
、
こ
の
段
階
の
レ
ー
マ
ン
経
済
性
論
の
特
徴
の
一
っ
を
求
め
う
る
か
ら
で
あ
る
。
（
注
）
1
だ
か
ら
レ
ー
マ
ン
は
、
こ
の
価
値
創
造
思
考
を
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ャ
フ
ト
の
思
想
と
し
て
、
社
会
政
策
的
・
経
済
政
策
的
観
点
か
ら
も
特
徴
づ
け
て
い
る
。
(
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わ
れ
わ
れ
は
、
レ
ー
マ
ソ
の
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
の
研
究
に
あ
た
っ
て
、
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
七
列
し
、
究
極
的
に
資
本
生
産
性
↓
収
益
性
に
還
元
し
て
い
た
点
に
個
別
企
口
経
済
性
論
の
よ
っ
て
立
つ
理
論
構
造
か
ら
そ
の
特
徴
を
把
握
し
、
国
最
後
に
、
わ
れ
わ
れ
の
立
場
か
ら
、
そ
の
発
展
方
向
と
そ
の
限
界
と
を
指
摘
し
た
。
ド
イ
ッ
経
済
の
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
段
階
に
照
応
し
て
、
レ
ー
マ
ソ
経
済
性
論
は
、
そ
の
時
代
の
経
済
政
策
的
・
社
会
政
策
的
要
求
の
担
い
手
と
し
て
登
湯
し
、
そ
の
課
題
を
遂
行
す
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
レ
ー
マ
ン
経
済
性
論
が
、
初
期
に
お
い
て
は
全
体
（
国
~
民
）
経
済
的
観
点
と
個
別
経
営
的
観
点
の
未
分
化
段
階
と
し
て
、
中
期
は
全
体
経
済
的
（
国
民
経
済
的
）
観
点
の
高
調
段
階
と
し
て
、
後
期
は
個
別
経
営
的
統
計
技
術
の
拡
充
段
階
と
し
て
特
徴
づ
け
う
る
こ
と
を
み
た
。
又
レ
ー
マ
ソ
経
済
性
論
が
国
民
経
済
と
の
関
係
即
ち
、
価
値
創
造
を
媒
介
と
し
て
絶
え
ず
国
民
経
済
の
生
産
へ
の
貢
献
分
を
把
握
し
よ
う
と
し
、
そ
の
た
め
に
狭
義
の
生
産
的
経
営
を
そ
の
捕
捉
場
所
と
し
た
点
に
、
わ
れ
わ
れ
は
多
く
の
意
義
と
示
唆
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
が
国
民
経
済
の
分
配
過
程
を
生
産
過
程
と
の
関
係
か
ら
把
握
せ
ず
、
従
っ
て
個
別
経
営
内
に
お
い
て
も
、
労
働
と
資
本
を
並
業
の
立
場
に
立
つ
経
済
性
論
↓
生
産
性
論
の
特
徴
と
限
界
を
見
出
す
こ
と
H
歴
史
的
に
一
―
―
つ
の
時
期
を
劃
し
て
そ
の
発
展
を
あ
と
づ
け
、
次
い
で、
510 
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
口
（
山
上
）
が
出
来
た
。
全
体
国
民
経
済
的
観
点
に
立
っ
て
、
し
か
も
個
別
経
営
内
の
複
雑
な
具
体
的
捕
捉
技
術
を
展
開
す
る
こ
と
ー
—
。
こ
れ
は
至
難
の
途
で
は
あ
る
が
、
経
営
経
済
学
お
よ
び
会
計
学
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宿
命
的
課
題
で
あ
ろ
う
。
_
〔
完
〕
|
ー
〔
追
記
〕
本
稿
は
昭
和
三
十
五
年
十
一
月
十
二
日
の
日
本
会
計
研
究
学
会
関
西
部
会
（
於
神
戸
商
科
大
学
）
に
お
け
る
、
筆
者
の
研
究
報
告
の
基
礎
資
料
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
七
